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現代ナイジェリアにおける祭りの政治性 
－新しい地域社会の形成とその文化の担い手たち－ 
 
松本 尚之 
 
Ⅰ．はじめに 
 
 本稿では今日のナイジェリアにおいて祭りが持つ政治的機能とその担い手たちにつ
いて、三大民族の一つであるイボ人たちの祭りをもとに考察する。事例としては、イ
モ州ンビセ地方で毎年８月に開催されているイリジ・ンビセと呼ばれるヤムイモの収
穫祭を用いる。 
 アフリカの多くの民族と同じく、植民地化以前にはイボ人たちは共通の自称やアイ
デンティティを持たず、彼らを統合する政治体系も存在しなかった（Smock 1971:7-8; 
van den Bersselaar 1998）。多くの場合、最大の政治的単位はいくつかの集落が集ま
ってできた人類学者が「村落群」（village-group）と呼ぶ小さな社会集団であった。し
かし英国による植民地支配のはじまりとともにより広い行政体のなかに組み込まれて
いく過程で、既存の社会集団を超えた結びつきが生まれ、ひいては新しい地域社会が
さまざまなかたちで形成された。そしてそれらの新しい地域社会の形成は既存の文化
にさまざまな変化を促すとともに、新しい文化の創造を導いている。 
 ンビセ地方におけるヤムイモの収穫祭もその一つである。もともとンビセ地方は植
民地行政をきっかけとして生まれた社会単位であり、イリジ・ンビセと呼ばれる祭り
は 1970 年代に創造された新しい祭りである。しかし今日ではイリジ・ンビセはンビ
セ地方の社会文化的なまとまりを表象する「伝統的」な祭りと見なされている。そし
て祭りの運営には、設立背景も活動内容もまったく異なる複数の担い手集団が関わっ
ている。 
 もともと祭りは「神を迎え、神をもてなし、神を送る」（小松 1997:10）ことを目的
とした神事であった。しかし今日では祭りの形式が多様化しており、神事としての機
能は当の祭りが持つ多彩な機能の一つにすぎず、なかには神事としての機能そのもの
が存在しない場合もある。 
 今日のナイジェリア諸社会において開催されている祭りを取り上げた研究では、そ
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れら祭りが持つ多様な機能の一つとして、地域社会の自助開発との関わりや国家と地
域社会を媒介する政治的な機能が論じられてきた（Trager 2001:15-35, 119-143; 松本
2003）。様々な人々が集う祭りの席が自助開発のための資金調達の場となっていたり、
来賓として招待した政府要人に対して請願を行ったり、公共事業の約束を取り付けた
りする場となっているのである。 
 以下では、はじめに祭りの舞台であるンビセ地方の成り立ちと、祭りの担い手であ
る３つの集団について概括する。その後、イリジ・ンビセの歴史を論じるとともに、
筆者が参与観察を行った 2001 年のイリジ・ンビセの模様を記述する。それによって
イリジ・ンビセが持つ政治的機能を明らかにするとともに、その機能が３つの担い手
集団の半ば競合しつつも相互に依存する関係の上に成り立っていることを論じたい。 
 
Ⅱ．ンビセ地方の成り立ち 
 
 ンビセ地方はイモ州西部に位置する面積にして約 422 平方キロメートルの地域であ
る。行政的にはイモ州を構成する 27 の地方行政区のうち、アヒアラ＝ンビセ、アボ＝
ンビセ、エジニヒテ＝ンビセの３つの行政区から成る。 
 「ンビセ」（Mbaise）は植民地化以前から存在した地名ではない。その起源をたど
れば植民地時代後半に生まれた行政単位に由来する。1940 年代にイギリスは植民地統
治にかかる費用の削減を目的として公庫を管理する原住民当局（Native Authority）
の合併を行った。その一環として 1941 年にはオウェリ区東部に位置したアバジャ、
アヒアラ、エクウェラズ、エジニヒテ、オケ・オボロの５つの原住民当局を合併し、
単一の公庫を持つ集合議会（group council）を設置した。「ンビセ」とはこの集合議
会に与えられた名称である。 
 「ンビセ」という地名は「村」を表す「ンバ」（mba）と「５」を表す「イセ」（ise）
という２つの言葉が合わさってできた複合語で、「５つの村」を意味する。この場合の
「村」とは 1941 年に合併した５つの原住民当局の管区を指す。 
 ンビセ地方に散在していた村落群のいくつかは起源神話を共有したり、あるいは年
に一度合同で儀礼を行ったりと、植民地化以前から一定の結びつきを持っていた。し
かしそれらの結びつきを持つ村落群の集まりは、「ンビセ」のもととなった５つの原住
民当局の管区とはまったく一致していなかった。したがって、「ンビセ」にせよ、５つ
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の「ンバ」にせよ、植民地行政に由来する比較的新しい地理的・社会的単位であり、
この地域と隣り合った他の地域を明確に分かつような社会文化的な絆が存在したわけ
ではないのである。 
 その後ンビセ地方は、地方自治の始まりとともに 1952 年には旧東部州下の郡の一
つに、そして内戦（1967 年～1970 年）後の行政再編成の際には旧東部中央州の区の
一つになり、行政単位として存続した。だが 1976 年に連邦政府／州政府／地方政府
の３層から成る現行の行政制度が導入されるとンビセ区はアボ＝ンビセとアヒアズ＝
ンビセという２つの地方行政区に分割された。５つの旧原住民当局の管区のうち、ア
バジャ、エジニヒテ、オケ・オボロはアボ＝ンビセ地方行政区に、アヒアラとエクウ
ェラズはアボ＝ンビセ地方行政区に組み込まれた。そして 1989 年にはアボ＝ンビセ
地方行政区からエジニヒテが分離し、独立した地方行政区となった。したがって 1979
年以来、ンビセ地方は行政単位としてのまとまりを失った状態にある。 
 ンビセ地方はもともと植民地時代に生まれた行政単位に過ぎず、今ではその行政上
のまとまりさえ失った状態にあるが、ンビセ地方の人々のわれわれ意識は非常に強い
と言われている。例えばンビセ地方の人々のわれわれ意識の強さが窺える局面として
イボ人たちがよく引き合いに出すのが、出身地の「名乗り」である。イボ人たちは誰
かから出身地を訪ねられた場合、たいてい自分の出身である地方行政区の名前を答え
る。だがンビセ地方の人々は、地方行政区の名前を言う代わりに「ンビセ」と答える
のである。５つの原住民当局の合併から 60 年以上が経過した今日では、ンビセ地方出
身の若者たちのほとんどが「ンビセ」という言葉が意味する「５つの村」とは何を指
すのかを知らない。しかしそんな若者たちでも出身地を尋ねられれば「ンビセ」と返
す。今日ではンビセ地方を植民地化以前からある伝統的な社会単位であり、歴史的・
文化的な特徴を共有していると考える者も少なくない。 
 そして今日のンビセ地方の社会文化的なまとまりを象徴する重要な年中行事として
位置づけられているのが、イリジ・ンビセと呼ばれる祭りである。イモ州有数の祭り
として有名であり、ンビセ地方内外から多くの人々が見物にやってくる。以下ではま
ずイリジ・ンビセの運営に関わる３つの組織について概括する。 
Ⅲ．イリジ・ンビセの担い手たち 
 
 イリジ・ンビセの開催・運営において中心的な役割を果たしている担い手として、
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３種類の集団を挙げることができる。それぞれエゼジ結社、ンディエゼ、エズルエズ・
ンビセといい、集団の設立背景も活動の目的や内容もまったく異なっている。 
 
（１）エゼジ結社（Ezeji Society） 
 エゼジ結社は研究者たちが「称号結社」（title society）と呼ぶ一連の結社の一つで
ある。称号結社とは入会者にその証となる特別な称号を与える結社をいう。一般に入
会にあたって多大な支払いを行ったり、繰り返し饗宴を開いたりすることが条件とな
っていた。そのため入会希望者はまず自らの能力や努力によって経済的財を獲得し、
築き上げた富をもとに今度は象徴的財である称号を獲得したのである（Basden 
1983[1921]; Dike 1985; 73-137; Meek 1937; 165-184）。 
 エゼジ（ezeji）とはイボ語で「ヤムイモの王」（「王」を表すエゼ、eze＋「ヤムイモ」
を表すジ、ji）を意味する。エゼジ結社は農耕に秀でた人々が集う結社であり、その称
号を手にするには大量のヤムイモを必要とする。入会を希望する者は、エゼジたちが
満足するまで彼らにヤムイモを振る舞い続ける必要がある。イボ社会の伝統的な暦は
４日制か８日制となっており、ンビセ地方の場合８日制が用いられてきた。エゼジた
ちを集めた饗宴は８日に一度開催され、８週間ほど続く。その後やっと入会式が行わ
れるが、その際にも改めてエゼジたちにヤムイモを差し出す必要があった。必要なヤ
ムイモは 1 本につき 35～40 個のヤムイモを結びつけた棒の数で数える。植民地化以
前には入会を認められるためにはこの棒が 100 本は必要であったと言われている 。 1
 エゼジたちは農耕や土地に関する権威者と考えられている。人々のあいだで農耕と
関わるもめ事、例えば土地の境界や所有権をめぐる争いが起きた場合には、当事者た
ちの依頼でエゼジたちが仲裁を行うこともあった。またエゼジ結社はンビセ地方だけ
でなくその近隣地域にも普及しており、エゼジの称号を手にすることで村落群を超え
た名声や威信を獲得することができた。その一方で、エゼジ結社は村落群やそれを超
えた地域社会を基盤とした組織ではなく、エゼジたちは特定の地縁集団を代表するよ
うな権限を持っているわけではなかった。 
 
                                                     
1 ただし今日では必要なヤムイモの量は少なくなっており、2001 年現在では 40～50 本だ
という。 
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（２）ンディエゼ（Ndi-Eze） 
 ンディエゼは「エゼ」（eze）の複数形である。そして「エゼ」はイボ語で王（king）
や首長（chief）あるいは伝統的統治者（traditional ruler）を意味する言葉である。 
 ンビセ地方を含めたイボランドの村落群の多くは、もともと非集権的な社会であり、
王や首長に相当する地位は存在しなかった（Forde&Jones 1950:9; Meek 1937:1-3; 
Ottenberg 1971:xi-xii; Uchendu 1965:19）。ンビセ地方において今日「エゼ」と呼ば
れる地位は、国家政策をきっかけとして生まれた新しいものである。1999 年 12 月に
イモ州政府が施行した『伝統的統治者と自律的共同体に関する条例』（I.S.N. 2000）
と呼ばれる法規のなかで、エゼは「伝統と習慣に従って住民たちが同定、選出、指名
し、かつ就任させた後に、承認のために政府に披露した自律的共同体の伝統的な、あ
るいはその他の長」と定義されている。またエゼが長を務める自律的共同体
（autonomous community）とは、「特定しうる地理的な一地域あるいは複数の地域に
居住し、一つあるいは複数の共同体からなり、共通の歴史的遺産とともに共通の伝統
的、文化的生活様式によって結ばれ、政府によって一つの自律的共同体と承認され認
可された人々の集まり」とある。これら定義から明らかな通り、自律的共同体とエゼ
は伝統的な人々の集まりとその権威者と位置づけられている一方で、政府の承認を前
提とする地位である。 
 表１は同法規に定められたエゼの役割をまとめたものである。エゼは「文化や習慣、
伝統の守護者」（④）として振る舞うとともに、祭事において中心的な役割を与えられ
ている（①、③）。政府公認の自律的共同体の文化的代表というのがエゼの立場である。 
 1970 年代後半の法規の施行以来、自律的共同体の数は一定しておらず、増加の一途
を辿っている。イボランドの各地縁集団は分節構造を持っていたため、政府が自律的
共同体として認定した単位が次々と小さな単位へと分裂し、新しい自律的共同体とし
て自分たちが自発的に選んだエゼの承認を政府に求めたのである。1999 年 12 月の段
階でンビセ地方には 43 の自律的共同体が存在し、36 人の政府から承認を受けたエゼ
がいる（I.S.N. 2000） 。 2
 ナイジェリアでは英国による植民地化以来、王や首長と呼ばれる人々が政府と地域
社会の仲立ちの役割を果たしてきた。その結果イボ社会では、もともと王や首長の地
                                                     
2 自律的共同体の数とエゼの数に差があるのは、前任のエゼの死去にともない喪に服して
いたり、新しいエゼを選んでいる最中であったりする共同体があるためである。 
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位が存在しなかった村落群の人々までもが、「エゼ」と呼ばれる新しい権威者たちに対
して国家と自分たちのあいだを取り持つ媒介者としての役割を期待するようになって
いる（松本 2006a, 20006b）。 
 
 
表１：法規に定められたエゼの役割 
①式典などの機会に自律的共同体を代表する。 
②共同体への重要な訪問者を迎える。 
③共同体において文化的な祭りの主宰を務める。 
④文化や習慣、伝統の守護者として振る舞い、それらについて共同体に助言を与える。 
⑤共同体における法と秩序の維持において政府を助ける。 
⑥共同体の安全と関わる問題についてまち組合と熟議する。 
⑦共同体の開発計画を奨励する。 
⑧国税と地方税の徴収に関して共同体を管轄する州や地方行政府を助ける。 
⑨共同体の安定と平和を促進する。 
⑩相談事や助言を目的として定期的に地方行政区の議長が招集する集会に参加する。 
⑪所与の共同体のまち組合と良好な関係を維持する。 
出典：I.S.N. 2000:7 
 
（３）エズルエズ・ンビセ 
 エズルエズ・ンビセ（以下ではエズルエズと略）は 1990 年代半ばに設立されたン
ビセ地方の発展を活動目的とした自助組織である。メンバーはンビセ地方を出身地
（place of origin）とする人々であり、エズルエズは一種の同郷団体と言える。現在ナ
イジェリア国内、国外を問わず世界各所でンビセ地方出身者を対象としたさまざまな
同郷団体が活動している。それら数ある同郷団体のなかでもエズルエズは、居住地に
関わらずンビセ地方出身者すべてをメンバーとして想定しており、彼らの総意を代弁
する中央組織（central body あるいは apex organization）という位置づけにある。 
 エズルエズは和崎（1989）のいう「ボランタリー・アソシエーション複合体」を形
成している。ボランタリー・アソシエーション複合体とは中心的な位置づけにあるア
ソシエーションに他の様々なアソシエーションが結合してできた集合体を指す言葉で
ある。中心のアソシエーションとその他のアソシエーションの関係は母集団と衛星的
子集団のそれではなく、「多様な集団形態をとり且つ多様な文化内容をふくんだ様々な
結社による異種結合」（和崎 1989:65）であるのが特徴である。 
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 エズルエズはンビセ地方出身者が各地に設立した同郷団体を「加盟団体」（affiliated 
body）として傘下に置き、それらアソシエーションを束ねる中央組織という位置づけ
にある。表２はエズルエズの主な加盟団体をまとめたものである。加盟団体の種類は
さまざまであり、ンビセ出身者を対象とするという成員資格を除けば、活動の趣旨や
内容はそれぞれ異なっている。 
 しかし、ンビセ地方出身者全てをメンバーとして想定する
、、、、
というエズルエズの性格
は、組織の実体を把握しづらいものとしている。現実にはンビセ地方出身者のすべて
が、エズルエズに対して帰属意識を持っているわけではない。なかにはエズルエズを
「ンビセ出身のブルジョアのための結社」あるいは「エリートの集まり」と呼ぶ人々
もいる。また、ンビセ地方出身者が組織している同郷団体のすべてが、エズルエズの
加盟団体として登録しているわけではない。 
 実際にエズルエズの活動に関わるのは選挙によって選ばれた役員たちであり、彼ら
の多くはンビセ地方出身者のなかでも社会的、経済的に成功している一流のエリート
たちである。例えばエズルエズ設立の発起人であり初代会長を務めた人物はイモ州の
州都オウェリに住む政治家で、過去にはイモ州の州務長官や連邦政府の大臣を務めた
経歴を持つ。彼は 1998 年に国民民主党（Peoples Democratic Party）のイモ州支部
長に選ばれ、任期途中で会長の地位から退いた。その後会長代行を務めたのはポート
ハルコートに住む大学教授であった。そして続く選挙で選ばれた現在の会長はオウェ
リに住む弁護士であり、Senior Advocator of Nigeria（SAN）の称号を持っている。
SAN の称号は連邦政府が卓越した弁護士におくる栄誉ある称号で、彼は 1995 年にイ
モ州では２人目にこの称号を授与された。会長以外の役員たちのなかにも外資系企業
の重役や裁判官、州議員や政党支部長を務めた政治家たちなどが名を連ねている。エ
ズルエズの影響力は、団体の活動を担う彼ら主要メンバーの影響力に負うところが大
きい。 
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表２：エズルエズ・ンビセの主な加盟団体 
オガニフ・ンビセ（Oganihu Mbaise） 
［活動拠点］ポートハルコート 
01 1992 年設立。社交クラブ。ンビセ地方出身の大学生に奨学金を支給しており、イ
リジ・ンビセでその告知を行う。政治活動も行っており、州政府に請願書を送っ
たり、新聞に声明文を掲載したりもする。 
エジンワンネ婦女会（Ezinwanne Daughter’s Association） 
［活動拠点］オウェリ 
02 1982 年設立。ンビセ地方出身の女性たちを対象とした社交クラブ。他地域に婚出
した女性も含む。イリジ・ンビセに横断幕を提供。また会場でバッチを販売し。
その収益をエズルエズに寄付。ンビセ地方内の教会に寄付を行うなどもしている。 
ウムンナ・ンビセ（Umunna Mbaise） 
［活動拠点］オウェリ 
03 1976 年設立。男性対象の社交クラブ。会員の妻たちによる婦人部もある。オウェ
リに集会場を建設。頼母子講も行っている。政府に請願書を送ったり、ンビセ地
方内の教会に寄付を行ったりもする。 
オバアコ・ンビセ（Ogbako Mbaise） 
［活動拠点］アバ 
1992 年設立。村落群レベルの同郷団体の複合体。ンビセ地方出身者がアバに村落
群を単位として設立した同郷団体がそれぞれ代表を派遣し運営。もともとンビセ
地方出身者がイモ州知事選挙に立候補した際にその支援を目的として設立。立候
補者に政治資金を寄付したほか、政党の予備選挙の際にはバスを借り、アバ居住
のンビセ地方出身者たちを投票のために故郷に送った。現在はアバで文化祭を開
催したり、村落群レベルの同郷団体では解決できないような問題を話し合ったり
する場となっている。 
04 
ンビセ・ディ（Mbaise Di） 
［活動拠点］ラゴス 05 
1995 年設立。社交クラブ。2000 年には故郷でンビセ開発会議と呼ばれる集会を開
催。ンビセ地方内の教会に寄付を行うなどもしている。 
ンビセ人民会議（Mbaise Peoples Congress） 
［活動拠点］ラゴス 
1994 年設立。ンビセ地方出身の青年を対象とした結社（Youth Association）1)。
ンビセ地方の待遇改善を目的とした圧力団体。ンビセ地方出身者を招待してセミ
ナーや集会を開催している。毎年イリジ・ンビセの前日には祭りと同じ会場を借
りて討論集会を開催する。 
06 
1) ナイジェリアにおいて「youth」という言葉は、我々日本人がその言葉から想起するよりも大分
高い年齢の者を指して用いられる。ンビセ人民会議の場合、メンバーの年齢は 35 才から 42 才で
ある。 
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 エズルエズはンビセ地方の発展を活動目標として掲げているが、直接的な自助開発
活動は何も行っていない。誰もが自分たちの村の近くを開発したがるために、自助活
動の目標となるアメニティの設置場所をめぐってメンバー間で対立が生じ、加盟団体
から広く資金を集めることが難しいためである。エズルエズの活動のほとんどは、む
しろ同郷者たちのコネクションを用いた州政府や連邦政府へのロビー活動である。ン
ビセ地方で公共事業を行うように政府に請願したり、他地域との格差を見つけ政府に
訴えたりと、地域住民と政府の仲立ちとしての役割を果たすのである。そのためにも
エズルエズの役員をはじめとした主要メンバーが持つ政治的なネットワークが重要と
なるのである。 
 
Ⅳ．イリジ・ンビセの変遷 
 
 太平洋貿易をきっかけとしてキャッサバが普及するまで、ヤムイモ（イボ語でジ、
ji）はイボ人たちにとって主食であり、重要な文化的シンボルであった。20 世紀初頭
にイボランドで布教活動を行った宣教師バスデン（Basden 1982[1921]:147）はヤム
イモをして「イボ人の生命の糧」（the Ibo staff of life）と呼んだ。またイボ人たちは
ヤムイモを「作物の王」（the king of crops）と呼んでいる。 
 ヤムイモの栽培はキャッサバのそれに比べて大きな労力を必要とする。イボ社会に
おいてヤムイモ栽培は男性の仕事として位置づけられており、女性が栽培することは
タブーとされている。かつてはヤムイモを収めた大きな納屋を持つことが働き者の男
性の象徴であり、富者の証であった。エゼジの称号に限らず、イボランドのどの地域
にもヤムイモ栽培に優れた男性に与えられるさまざまな名前の尊称や称号が存在する
（Okonkwo n.d.:159; Talbot 1969[1926]:778-779; Uchendu 1965:91）。さらにヤムイ
モの収穫を祝う儀礼は、その担い手や形式こそ違うが、イボランド各地でさまざまな
かたちで行われている。 
 以下ではンビセ地方におけるヤムイモの収穫祭の変遷を述べる。「ンビセ」という政
治地理的単位が生まれる以前の同地域において、ヤムイモの収穫祭を司っていたのは
エゼジ結社の面々であった。 
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（１）イリジとエゼジ結社 
 ンビセ地方やその周辺地域ではヤムイモの収穫祭は「イリジ」（Iriji）と呼ばれ、エ
ゼジの称号を持つ人々によって執り行われてきた。「イリジ」とは「ヤムイモを食べる
こと」（食べることを意味するイリ、iri＋ヤムイモを表すジ、ji）を意味し、エゼジた
ちがイリジを行うまで人々は新しく収穫したヤムイモを食べることが禁じられていた。 
 イリジはエゼジたちの自宅で行われた。その年のヤムイモの収穫を終えた後に、エ
ゼジたちは思い思いにイリジを執り行う日を決め、親族や友人たちを自宅に招いた。
その日が来るとエゼジたちはヤムイモを納めた自宅の納屋を開き、新しいヤムイモを
人々の前に持ってくる。そして人々が見守るなかヤムイモをナイフで割るとともに、
ヤムイモの精霊であるアヒアジョク（ahiajoku）にその年の収穫を感謝し次の年の豊
作を願う祈りを捧げるのである。イリジの儀礼のなかでもこの部分をさして「イワジ」
（Iwaji、「ヤムイモを切ること」を意味）と呼ぶ。イワジのあとは集まった人々に対
してヤムイモが振る舞われた。 
 
（２）イリジ・ンビセの始まり 
 ンビセ地方では 1970 年代になると、それ以前とは異なるかたちでイリジの儀礼が
行われるようになった。エゼジ一人一人が自宅で開催する儀礼とは別に、毎年８月 15
日にンビセ地方のエゼジたちが集まって「イリジ・ンビセ」という名で大々的に儀礼
を行うようになったのである。エゼジたちが集まってイリジを開催するようになった
背景には、政府の目を引き肥料などの援助を期待する意図があったという。また毎年
の開催日に８月 15 日が選ばれたのは、その日が聖母被昇天を祝うキリスト教の祝日の
ためであった。 
 そして 1970 年代後半に「チーフの地位に関する規則」が施行されると、各自律的
共同体で選ばれたエゼたちがイリジ・ンビセの運営に関わるようになった。さらに
1990 年代に入るとンビセを構成する３つの地方行政区で順々にイリジ・ンビセを開催
するようになった。 
 その一方で、90 年代にはイリジ・ンビセの運営をめぐって大きな問題が発生した。
もともとイリジの儀礼においてヤムイモの納められた納屋を開け、イワジを行うこと
はエゼジのみに許された特権であった。しかしイリジ・ンビセの運営にはエゼジたち
だけでなく、エゼたちも関わるようになっており、そのなかにはエゼジの称号を持た
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ない人々もいた。1990 年代にはエゼジの称号を持たないエゼたちが納屋開きとイワジ
の過程に加わることにエゼジたちが異議を唱えたのである。その結果、エゼジたちと
エゼたちの間に大きな軋轢が生まれた。 
 両者の対立は、1996 年にンビセ出身者の中央組織として新たに創設されたエズルエ
ズがイリジ・ンビセの運営に乗り出すきっかけとなった。1997 年５月にエズルエズの
役員たちはエゼジたちとエゼたちを集会に招待し、仲裁を申し出た。そしてエゼジと
エゼの間の対立を回避するために第三者であるエズルエズがイリジ・ンビセの運営を
行うことを提案し、エゼジたちもエゼたちもその提案を受け入れた。 
 その結果として 1997 年からイリジ・ンビセはエズルエズの指揮下で運営されるこ
ととなった。会場はンビセ地方の３つの地方行政区による持ち回りが継続され、祭り
の資金は３つの地方議会やエズルエズの加盟団体からの寄付によってまかなわれた。
そしてエゼジたちとエゼたちは、エズルエズが提供した舞台において、それぞれ定め
られた役割を果たすこととなった。 
 
（３）2001 年のイリジ・ンビセ 
 それでは実際の祭りのプログラムのなかでエゼジとエゼとエズルエズはそれぞれど
のような役割を果たしているのか。以下では筆者が参与観察を行った 2001 年のイリ
ジ・ンビセの例を通して、祭りにおける３組織の位置づけを見てみたい（表３）。 
＊          ＊          ＊ 
 2001 年のイリジ・ンビセは、８月 15 日にアボ＝ンビセ地方行政区に位置するンビ
セ中等学校の校庭を借りて行われた。開幕予定時刻として告示のあった 12 時にンビセ
中等学校を訪れると、未だに祭りの準備段階であり、人影もまばらであった。中等学
校の正門の両脇には、スポンサーである航空会社と飲料製造会社が準備した祭りの開
催を祝う白幕が掛かっていた。そして正門をくぐると、エズルエズの加盟団体の一つ
であるエジンワンネ婦女会のメンバーがバッチとパンフレットを販売していた。 
 会場には校庭を囲うようにして 42 張りのテントが並んでいた。そして校庭の中央の
西よりのところには、竹とヤシの葉を使ってくまれた納屋があった。中には祭りに参
加するエゼジたちが持ち寄ったヤムイモが納められていた。それらヤムイモは既にエ
ゼジたちによって火を通してあった。納屋の横には５人の男性が楽器を手に椅子に腰
掛けていた。彼らはンワジ（Nwaji、「ヤムイモの子」を意味）と呼ばれる演奏家であ
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り、イリジのために特別な音楽を奏でる。納屋とンワジたちのスペースの他に、テー
ブルが一つ置かれていた。 
 開催前のまだ人の入りがまばらな各テントをまわると、それぞれのテントに誰のた
めに準備されたものかを記した張り紙が貼ってあった。それら張り紙によれば、西側
が上座にあたり、中央のテ
ントには来賓用に用意され
た席が並んでいた。2001 年
の祭りの主賓はイモ州知事
と州議会議長及び与党であ
る国民民主党の州支部長だ
った。このうち州知事はイ
モ州西部のオル地方の出身
であるが、残りの２人はン
ビセ地方の出身であった。
彼ら主賓用には特別にソフ
ァーが並んでおり、地面に
は赤い絨毯が敷いてあった。
そして来賓席の横にはエズ
ルエズの役員たちとエゼた
ちの席があった。エゼジた
ちのテントはさらにその横となり、上座に据えられた 13 張りのテントのなかでは隅か
ら２番目と３番目に位置した。南北のテントにはエズルエズの加盟団体と、イモ州の
各地方行政区の名前を書いた張り紙があった。さらにンビセを構成する３つの行政区
ごとに「農民」（farmer）と書かれた張り紙も準備されていた。また下座の南側のテ
ントは一般観客用に準備されたもので、エズルエズが祭りのために招いた踊り手たち
のためのテントを除けば、張り紙は貼ってなかった。いずれにせよ、これら張り紙は
形式的なものであり、祭りが始まると観客たちは西側中央の来賓席を除いたテントを
思い思いに占拠していた。 
 
表３：2001 年イリジ・ンビセのプログラム 
 
2001 年８月 15 日（午後２時～午後６時） 
来賓たちの入場 
ダンスグループによる踊りの披露 
（主賓の一部が到着、会場を一周） 
開幕の祈祷とイワオジ 
ダンスグループによる踊りの披露 
（主賓の州知事が到着） 
国歌斉唱とイワオジ 
様々な人々による挨拶 
ヤムイモの納屋開き 
エゼジの代表によるイワジ 
祭りの参加者数名によるイワジ 
州知事の挨拶 
エゼジたちによるヤムイモの配布 
 祭りが始まったのは午後２時すぎであった。午後２時前後から徐々に来賓たちやエ
ゼたちが運転手付きの車で会場に到着した。彼らを乗せた車はそのまま校庭内に進入
 12
松本 現代ナイジェリアにおける祭りの政治性 
し、会場中央に止まった。車から降りた来賓やエゼは、祭りの司会者が彼ら一人一人
の名前と肩書きを呼び上げるなか、用意された席へとゆったりとした足取りで歩いて
いった。 
 主賓はまだ到着していなかったが、舞踏団による踊りの披露が始まった。エズルエ
ズは祭りのために複数の舞踏団を招いており、それぞれが順番に来賓席よりの会場中
央で踊りを披露した。 
 舞踏団が踊りを披露している最中に、ンビセ出身の州議会議長と国民民主党の州支
部長が会場に到着した。彼らは独自の舞踏団を引き連れ、サポーターたちとともに会
場を一周してから（写真４）、用意された主賓席のソファーに座った。その間、会場の
中央では踊りの披露が続いていたが、観衆たちからほとんど忘れられた状態にあった。 
 舞踏団による踊りが終わ
ると、キリスト教式の開幕
の祈とうが行われた。それ
に続き、コーラの実を持っ
た大皿がンディエゼの席ま
で運ばれ、イワオジの儀礼
が行われた。 
 イワオジ（Iwaoji、「コー
ラの実を割る」の意味）は
ンビセ地方に限らずイボ社
会に広く普及している儀礼であり、来客を歓迎する目的でさまざまな機会に行われる。
はじめに招き手が用意したコーラの実の乗った皿が、その場にいる男性たちのあいだ
を順々に廻される。コーラの実を廻す順番は儀礼を行う場の規模や目的によって変化
する。個人が家に来客を迎える時のような少人数の集まりの場合は、年齢順に若い者
から年長者へと手渡されていく。結婚式や村々の代表を集めた集会などの大人数の集
まりの場合には、招き手の出身地から距離が近い順に参加者の出身村や村落郡、州の
名前が順繰りに呼ばれ、該当地域の出身者一名が代表でコーラの実を手にしていく。
さらに大規模な集まりとなると、主立った参加者（祭りの来賓や集会のリーダーなど）
の間のみでコーラの実が廻されることもある。集まった人々の間を廻された後、参加
者の一人がその場にいる皆を代表してコーラの実に祈りを捧げる。祈り手は最年長者
 
 
写真４：会場を練り歩く主賓の政治家たち 
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か招き手が務める。ただし現在ではイワオジの場にエゼが参加している場合は、エゼ
が祈りを捧げることが通例となっている。その後、コーラの実が集まった人々に配ら
れ、人々は実（あるいその欠片）を手に取り口にする。コーラの実が参加者の間を順々
に廻されることによって、個々人、あるいは地方集団間の社会関係が再確認されるの
である。 
 2001 年のイリジ・ンビセではイワオジの儀礼が２回行われた。そのうち開幕の祈と
うの後に行われた一回目のイワオジでは、コーラの実が参加者のあいだで廻されるこ
とはなかった。そして集まったエゼたちの一人が代表してコーラの実に祈りを捧げ、
その後他のエゼたちが各々コーラの実を受け取った。それから残りのコーラの実が各
テントに配られた。 
 イワオジが終わると、来賓席の一人が立ち上がり歓迎の挨拶を行った。彼は２年後
の 2003 年の州知事選挙に立候補が噂されていたンビセ出身の政治家である。会場で
は、挨拶の言葉を印刷した彼の写真入りのカードが配布されていた。挨拶が終わると、
再び舞踏団による踊りの披露が始まった。 
 祭りの進行は、州知事の到着によって一時中断された。州知事は先に入場した州議
会議長や国民民主党の州支部長と同じく、自らのサポーターと舞踏団を従えて会場を
一周した。州知事が来賓用の正面テントに到着すると、エズルエズの役員や州議会議
長、国民民主党州支部長が彼を出迎え、中央のソファーへと彼を導いた。そして祭り
は仕切り直しとなった。 
 ナイジェリア国歌斉唱が行われた後、再びイワオジの儀礼が行われた。２回目のイ
ワオジでは、特定の人々の間でコーラの実が廻された。はじめにンビセ地方を構成す
る３つの地方行政区の議長たちの間を順々にコーラの実の入った皿が廻された。続い
て同じく３つの地方行政区から選出された３人の州議会議員の間をコーラの実の入っ
た皿が廻っていった。その後はンビセ地方出身の州政府の委員長、国民民主党州支部
長、州議会議長と手渡されていき、最後に州知事がコーラの実の入った皿を受け取っ
た。つまり州の議会政治におけるおおよその権力関係にそってコーラの実の入った皿
が政治家たちのあいだを順番に廻されたのである。そして州知事からンディエゼの代
表にコーラの実が渡され、再び祈りが捧げられた。 
 イワオジに続いて数名の者が挨拶を行った。先に挨拶を行ったンビセ地方出身の政
治家が再び壇上にたち、それに続いて祭りの開催地であるアボ＝ンビセ地方行政区の
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議長、エズルエズの会長、エゼの代表がそれぞれマイクを取った。彼らの挨拶は皆、
会場に詰めかけた観客たちに向けた祭りの開催を祝う言葉というよりは、州知事に向
けてンビセ地方が現在抱える問題を列挙し、援助を要請するものであった。例えばエ
ゼの代表は州政府の３役（知事・副知事・州議会議長）に対し特別の謝意を表したの
ちに、財政資金の割り当てなどでンビセ地方が政府から充分な扱いを受けていないと
述べるとともに、ンビセ地方内を通る幹線道路の整備工事を州知事に対して求めた。 
 一連の挨拶が終わると、イリジの儀礼が始まった。はじめに納屋開きが行われた。
ンワジが奏でる音楽に合わせて、エゼジたちが会場中央の納屋へと踊りながら行進し
ていった。エゼジの称号を持つエゼたちもその列に加わった。エゼジたちが納屋の周
りに集まると、彼らの代表
が納屋の入り口の前に立っ
た。そして手にしたハサミ
で納屋の周りに巻かれたピ
ンク色のテープを切り、納
屋の扉を開けた（写真５）。
エゼジたちが一人一人納屋
に入り一本ずつヤムイモを
持ち出すと、再び踊りなが
ら自分の席へと戻っていっ
た。 
 
 
写真５：ヤムイモの納屋開き 
 続いてイワジの儀礼が行われた。エゼジたちの手によって数本のヤムイモを盛った
大皿が主賓席と納屋の間に準備されたテーブルへと運ばれた。そしてエゼジたちが主
賓席に向かってテーブルの前に立ち、彼らの代表が祈りを捧げるとともにナイフでヤ
ムイモを二つに割った。 
 エゼジの代表がイワジを行い、その年に収穫された新しいヤムイモを食することが
解禁となった。しかしイリジ・ンビセにおけるイワジの儀礼はこれで終わりではなか
った。 
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 エゼジの代表に続いて、司会者に呼ばれた人々がテーブルに進み出て、同じように
イワジを行った。その中には、エズルエズの加盟団体の代表やンビセ地方出身の政治
家に加え、主賓である州議会議員や国民民主党州支部長や州知事が含まれた。彼らは
司会者に呼ばれると一人ずつヤムイモが用意されたテーブルの前に立ち、挨拶をした
後にヤムイモを２つに割った。挨拶の多くは政治的な内容を含んだもので 2003 年に
予定された選挙に立候補を考えている政治家は、エズルエズに対する寄付を約束する
とともに、自己紹介を行った。また国民民主党のイモ州支部長は、同党に所属する現
州知事が認可したンビセ地
方内での公共事業を一つず
つ挙げ、そのたびに州知事
の名前を連呼した。 
 それまでテントのなかや
後ろで祭りを見物していた
観客が、イワジの途中から
徐々に会場内の主賓席とテ
ーブルの周りに集まってき
た。そのためテントからは
会場中央で何が行われているのかほとんど見えない状態となった（写真６）。 
 
 
写真６：州知事によるイワジ 
 イワジが終わると今度は主賓席の前に演台とマイクが設置された。そして主賓席を
囲うように観客たちが集まるなか、演台に立った州知事が挨拶を述べ始めた。その内
容は、エズルエズに対する寄付やンビセ地方での新しい開発事業の実行を約束するも
のであった。 
 挨拶の後に州知事は退場し、それとともになし崩し的に閉会となり、観客たちは各々
帰路につき始めた。会場中央のイワジが行われたテーブルでは、エゼジたちが人々の
求めに応じて、焼いたヤイイモの欠片を配っていた。 
 
Ⅴ．おわりに 
 
（１）現代ナイジェリアにおける祭りの政治性 
 今日のナイジェリアにおいて祭りが持つ政治性は、イリジ・ンビセにも当てはまる。
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およそ４時間にわたるプログラムのうちエゼジたちが担当する納屋開きからイワジに
至る過程は 30 分に満たない。残りの時間の多くは伝統的、文化的というよりは、政治
的な色合いの濃いプログラムに費やされる。特に、エゼジの代表に続いて行われる他
の参加者たちによるイワジは、エズルエズの加盟団体や政治家たちの自己アピールの
場となっている。イワジを行う参加者たちはエズルエズに対する寄付を必ず約束する
ため、ンビセ地方の発展を目的として掲げたエズルエズが活動資金を調達するための
場でもある。さらに祭りに主賓として招かれるのは、州知事ら政府要人である。会場
で販売される祭りのパンフレットをみても、表紙をめくるとまず初めに州知事、副知
事、州議会議長の州３役の顔写真がそれぞれ１ページを割いて掲載されている。全て
の催し物が主賓席の正面で行われ、祭りそのものがあたかも州政府要人らをはじめと
した来賓たちをもてなすために行われているかのようである。それは前述したエゼの
代表による歓迎の挨拶にも現れており、挨拶の内容は集まった観客たち全てに語りか
けるものというよりは、主賓席でゆったりとソファーに座っている州知事に対するも
ので、その内容は州政府に対する政治的な請願が中心であった。祭りの最後には州知
事による演説が行われ、そのなかで知事は今後行う予定の公共事業について語った。
その際には一般の観客たちもテントを抜け出し、主賓席の前に設置された演台の周囲
に集まってくる。そして知事がこれから宣言するであろう寄付の額や公共事業の内容
に耳をそばだてる。あたかも州知事の演説が祭りのハイライトであるかのようである。 
 なぜナイジェリアにおいて祭りはこれほど政治的な色合いが濃いものとなったの
か？ それはおそらくナイジェリアの不安定な政治状況と関わりがあるだろう。独立
から現在までの 47 年間のうち 29 年間を軍事政権下に置かれ、人々は政治的な集会や
運動を厳しく制限されてきた。政府に対し直接的な要求や批判を行うことが困難な状
況のなかで、人々は文化的な集まりを装いながら政治的な請願を行う手段として祭り
を活用する術を学んでいったのであろう。 
 
（２）祭りの創造とその担い手たち 
 ンビセ地方で毎年盛大に開催されるイリジ・ンビセの運営には、歴史的背景も活動
目的も異なる３種類の担い手たちが関わっている。これら担い手集団のネットワーク
自体が、一つの祭りで結びついたボランタリー・アソシエージョン複合体を形成して
いると言える。ただし和崎（1989）が取り上げた日本の都市祭礼の場合や、あるいは
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エズルエズ内部におけるアソシエーション複合の様態とは異なり、イリジ・ンビセに
関わる３集団の結びつきは特定の集団を中心として定めることができるような結びつ
きではない。また３組織の関係は必ずしも協調的ではなく、祭りの運営をめぐって時
には競合する関係にある。 
 エゼジ結社、ンディエゼ、エズルエズ・ンビセのあいだに存在する競合関係はイリ
ジ・ンビセの変遷からも明らかである。当初はエゼジ結社によって開催されていた祭
りであるが、それにエゼたちが加わった。そして後には両者のあいだに摩擦が生じ、
その仲裁を理由にエズルエズが祭りに参画し始めたのである。祭りの運営権をめぐる
競合はその後も続いている。エゼたちのなかには、現在のイリジ・ンビセが政治家や
政府要人などごく一部の高い地位にある人々だけのものとなっていると批判し、自律
的共同体ごとにエゼが中心となって祭りを開催するべきだと主張する者もいる。また
エゼジ結社とエズルエズの間でも、祭りで集まった寄付金の用途をめぐって摩擦が生
じている。 
 イリジの儀礼的側面を考慮するのであれば、イリジ・ンビセの担い手としてはエゼ
ジ結社こそがふさわしいかに見える。そもそもイリジとはエゼジたちが行う儀礼のこ
とを指すからである。しかしイリジ・ンビセが「ンビセのイリジ」であることを考慮
すれば、この祭りをエゼジたちのものとして単純に決めてかかることはできない。な
ぜなら、もともと植民地化以前には「ンビセ」と呼ばれる地域は存在せず、したがっ
て「ンビセ」を代表するような儀礼や祭りもなかったのである。確かにイリジ・ンビ
セはイリジの儀礼との結びつきを抜きにして論じることはできない。しかし厳密には
イリジ・ンビセはイリジの儀礼が発展してできた祭りではなく、「ンビセ」という新し
い地域社会の形成にともなって 1970 年代に創造されたまったく新しい祭りなのであ
る。よって祭りの形式や担い手については十分に交渉の余地がある。 
 今日のイリジ・ンビセが持つ政治的な機能を考えれば、祭りの担い手としてンディ
エゼやエズルエズが果たしている役割の重要性がわかる。祭りのプログラムのなかに
エゼジたちの手による納屋開きやイワジの儀礼があることで、イリジ・ンビセはンビ
セ地方に古くから伝わる「伝統的」な祭りとしての正統性を得ている。だがエゼジ結
社は入会希望者が既存メンバーからの承認を得て個人単位で加入する結社であり、特
定の地域社会を代表するような権限を持ち合わせていない。 
 それに対しンディエゼは政府が公に認めた各自律的共同体の文化的代表であり、式
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典などの機会に自律的共同体を代表し、文化的な祭りの主宰を務める権限を法によっ
て与えられているのである。しかしイリジ・ンビセの担い手として中心を占めるには、
ンディエゼたちにも問題がある。なぜならエゼの地位は各自律的共同体の文化的代表
の地位であり、ンビセ地方に現在いる 40 名前後のエゼの誰一人としてンビセ地方全体
を文化的に代表する権限は持たないからである。さらに、ンディエゼたちは確かに外
部社会の支配権力（政府）が認めた文化的代表ではあるが、地域社会内部に目を向け
ればエゼジ結社をさしおいて納屋開きやイワジを行う権限をンビセ地方の人々は認め
ていないのである。 
 第三の担い手集団であるエズルエズはンビセ地方の人々の総意を代表する組織とい
う位置づけにある。何より、エズルエズの主要メンバーが持つ政治的な影響力なくし
て、州知事をはじめとした政府要人を祭りの席に招くことは不可能であろう。その一
方で、現実にはンビセ地方の人々すべてがエズルエズに対して帰属意識を持っている
わけではなく、ンビセ地方の中央組織としてのエズルエズの権威には問題もある。だ
がエズルエズが抱えるこの問題は、イリジ・ンビセの担い手にンディエゼが加わって
いることによって解消される3。ンビセ地方の各自律的共同体の代表であるンディエゼ
との結びつきによって、中央組織としてのエズルエズの位置づけは一定の正統性を保
証されるのである。 
 したがって、エゼジ結社、ンディエゼ、エズルエズ・ンビセという３つの組織は競
合しつつも、互いに補完しあう関係にある。設立背景も活動目的もまったく異なる３
つの集団がゆるやかに結びつくことによって、現代の地域社会の要請に応えるかたち
の祭りの運営が可能となっているのである。 
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